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【手続補正書】
【提出日】平成27年6月18日(2015.6.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カテーテルバルーンであって、
　バルーン作用長さと、拡張および非拡張直径とを有する、膨張可能な医療用バルーンと
、
　長さと、拡張および非拡張直径とを有する、バルーンカバー
とを備え、
　前記バルーンカバーは第１および第２の部分を含み、前記第１および第２の部分の各々
は、その先細端部の頂点に位置している開口部を有する先細端部に一体的に連結されてい
る作用長さを有し、および、
　前記第１および第２の部分の前記先細端部は、前記バルーンカバーの互いに反対側に位
置した端部に位置しており、および、前記バルーンカバーの前記第１および第２の部分の
前記作用長さが、前記バルーン作用長さの少なくとも大部分において重なり合い、前記バ
ルーンカバーは、前記医療用バルーンに接着されている、カテーテルバルーン。
【請求項２】
　前記第１および第２の部分の前記作用長さの少なくとも一部分が重なり合う請求項１に
記載のカテーテルバルーン。
【請求項３】
　１つまたは複数の中間カバー部分をさらに備え、前記第１および第２の部分は互いの間
に間隙を画定し、前記中間カバー部分は前記間隙を架橋し、および、前記第１および第２
の部分の一部分と重なり合っている請求項１に記載のカテーテルバルーン。
【請求項４】
　前記中間カバー部分は、前記第１および第２のバルーンカバー部分の直径よりも小さい
段付きの直径を画定する請求項３に記載のカテーテルバルーン。
【請求項５】
　前記中間カバー部分は、前記第１および第２のバルーンカバー部分の直径よりも大きい
段付きの直径を画定する請求項３に記載のカテーテルバルーン。
【請求項６】
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　前記中間カバー部分は、前記第１および第２のバルーンカバー部分の直径よりも大きい
、より大きな段付きの直径を画定し、および、前記より大きい段付きの直径は、前記段付
きの直径の円周に沿った溝を画定する請求項３に記載のカテーテルバルーン。
【請求項７】
　医療用バルーンは非順応性バルーンである請求項１に記載のカテーテルバルーン。
【請求項８】
　前記医療用バルーンは順応性バルーンである請求項１に記載のカテーテルバルーン。
【請求項９】
　前記バルーンカバーはフィブリル化材料を含む請求項１に記載のカテーテルバルーン。
【請求項１０】
　前記フィブリル化材料はｅＰＴＦＥである請求項９に記載のカテーテルバルーン。
【請求項１１】
　前記ｅＰＴＦＥ中のフィブリルは半径方向に方向配置されている請求項１０に記載のカ
テーテルバルーン。
【請求項１２】
　前記バルーンカバーは、互いに接着しているｅＰＴＦＥのストリップから作られている
請求項１０に記載のカテーテルバルーン。
【請求項１３】
　前記ストリップは、前記バルーンカバーの前記作用長さと前記先細端部との上に複数の
角度方向配置の形で配置されている請求項１２に記載のカテーテルバルーン。
【請求項１４】
　前記バルーンカバーは前記医療用バルーンに接着されている請求項１に記載のカテーテ
ルバルーン。
【請求項１５】
　前記バルーンカバーの第１および第２の部分は、バルーン肩部の一部分を覆う請求項１
に記載のカテーテルバルーン。
【請求項１６】
　前記バルーンカバーの前記拡張直径は前記医療用バルーンの前記拡張直径よりも小さい
請求項１に記載のカテーテルバルーン。
【請求項１７】
　バルーンカバーであって、
　長さと、非拡張および拡張直径と、第１および第２の部分とを備え、および、前記第１
および第２の部分の各々は、その先細端部の頂点に位置している開口部を有する先細端部
に一体的に連結されている作用長さを有し、および、前記第１および第２の部分の前記先
細端部は、このバルーンカバーの互いに反対側に位置した端部に位置しており、および、
前記第１および第２の部分の作用長さは、このバルーンカバーの前記長さの少なくとも大
部分と重なり合う
バルーンカバー。
【請求項１８】
　前記第１および第２の部分の前記作用長さの少なくとも一部分は重なり合う請求項１７
に記載のバルーンカバー。
【請求項１９】
　さらに、１つまたは複数の中間カバー部分を備え、前記第１および第２のバルーンカバ
ー部分は互いの間に間隙を画定し、および、前記中間カバー部分は前記間隙を架橋し、お
よび、前記第１および第２のバルーンカバー部分の一部分と重なり合っている請求項１７
に記載のバルーンカバー。
【請求項２０】
　前記中間カバー部分は、前記第１および第２のバルーンカバー部分の直径よりも小さい
段付きの直径を画定する請求項１９に記載のバルーンカバー。
【請求項２１】
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　前記中間カバー部分は、前記第１および第２のバルーンカバー部分の直径よりも大きい
段付きの直径を画定する請求項１９に記載のバルーンカバー。
【請求項２２】
　前記中間カバー部分は、前記第１および第２のバルーンカバー部分の直径よりも大きい
、より大きな段付きの直径を画定し、および、前記より大きい段付きの直径は、前記段付
きの直径の円周に沿った溝を画定する請求項１９に記載のバルーンカバー。
【請求項２３】
　前記バルーンカバーはフィブリル化材料を含む請求項１７に記載のバルーンカバー。
【請求項２４】
　前記フィブリル化材料はｅＰＴＦＥである請求項２３に記載のバルーンカバー。
【請求項２５】
　前記ｅＰＴＦＥ中のフィブリルは半径方向に方向配置されている請求項２４に記載のバ
ルーンカバー。
【請求項２６】
　前記バルーンカバーは、互いに接着しているｅＰＴＦＥのストリップから作られている
請求項２４に記載のバルーンカバー。
【請求項２７】
　前記ストリップは、前記バルーンカバーの前記作用長さと前記先細端部との上に複数の
角度方向配置の形で配置されている請求項２６に記載のバルーンカバー。
【請求項２８】
　前記バルーンカバーは、拡張および非拡張直径を備える医療用バルーンに接着されてい
る請求項１７に記載のバルーンカバー。
【請求項２９】
　前記医療用バルーンは非順応性バルーンである請求項２８に記載のバルーンカバー。
【請求項３０】
　前記医療用バルーンは順応性バルーンである請求項２８に記載のバルーンカバー。
【請求項３１】
　前記バルーンカバーの第１および第２部分は、バルーン肩部の一部分を覆う請求項２８
に記載のバルーンカバー。
【請求項３２】
　前記バルーンカバーの前記拡張直径は前記医療用バルーンの前記拡張直径よりも小さい
請求項２８に記載のバルーンカバー。
【請求項３３】
　バルーンカバーであって、
　長さと、
　第１の部分と、
　第２の部分と
　非拡張および拡張直径と、
　第１および第２の端部を備える中間区域
とを備え、
　前記第１および第２の部分の各々は、その先細端部の頂点に位置している開口部を有す
る先細端部に一体的に連結されている作用長さを有し、および、前記第１および第２の部
分の前記先細端部は、バルーンカバーの互いに反対側に位置した端部に位置しており、お
よび、前記中間区域の前記第１の端部は前記第１の部分の前記作用長さと重なり合い、か
つ、前記中間区域の前記第２の端部は前記第２の部分の前記作用長さと重なり合う
バルーンカバー。
【請求項３４】
　前記バルーンカバーはフィブリル化材料を含む請求項３３に記載のバルーンカバー。
【請求項３５】
　前記フィブリル化材料はｅＰＴＦＥである請求項３４に記載のバルーンカバー。
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【請求項３６】
　前記ｅＰＴＦＥ中のフィブリルは半径方向に方向配置されている請求項３５に記載のバ
ルーンカバー。
【請求項３７】
　前記バルーンカバーは、互いに接着しているｅＰＴＦＥのストリップから作られている
請求項３５に記載のバルーンカバー。
【請求項３８】
　前記ストリップは、前記バルーンカバーの前記作用長さと前記先細端部との上に複数の
角度方向配置の形で配置されている請求項３７に記載のバルーンカバー。
【請求項３９】
　前記バルーンカバーは医療用バルーンに接着されている請求項３３に記載のバルーンカ
バー。
【請求項４０】
　前記バルーンカバーの前記拡張直径は医療用バルーンの前記拡張直径よりも小さい請求
項３９に記載のバルーンカバー。
【請求項４１】
　前記中間区域は、前記第１および第２の部分とは異なる材料から作られている請求項３
３に記載のバルーンカバー。
【請求項４２】
　前記中間区域はｅＰＴＦＥから作られている請求項３３に記載のバルーンカバー。
【請求項４３】
　前記バルーンカバーがその拡張直径の状態にある時に、前記中間区域は、砂時計形、三
角形、正方形、長方形、楕円形、または、他の多角形から成るグループから選択される形
状を前記バルーンカバーに与える請求項３３に記載のバルーンカバー。
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